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『
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授
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p
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y
a
k
a
r
a
n
a
-

藤

村

隆

淳

(
1
)

『
マ
ハ
ー
ヴ
ァ
ス
ッ
』
所
説

の
多
く
の
授
記
思
想
の
中
、
本
小
論
に

お
い
て
は

K
a
sy
ap
a
仏
授
記
を
と
り
あ
げ
、
仏
教
文
献
に
見
ら

れ
る

諸
の
記
述

内
容
を
検
討
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら

の
伝
承
形
態
の
相
違
、
思

想
的
淵
源

を
考
察
し
て
み
た
い
。

周
知
の
如
く
、

過
去
仏

K
a
sy
apa
は
過
去
仏
の
系
譜
上
か
ら
言
え

ば
、
過
去

七
仏
の
系
譜
上
で
は
第
六
仏
、

過
去
十
五
仏
の
系
譜
上
で
は

第
五
仏
、

過
去
二
十
四
仏
の
系
譜
下
で
は
第
二
十
四
仏
と
し
て
伝
承
さ

れ
て
い
る
。

授
記
思
想
を
考
察
す
る
場
合
、
過
去
仏
及
び
そ
こ
に
登
場
す
る
も
の

等

の
因
縁

課
が
重
要
な
思
想
的
背
景
を
有
す
る
の
と
同
様
に
、
K
a
sya
-

p
a
仏
授
記

に
お
い
て
も
過
去
仏

K
a
sy
ap
a
と
前
生
の
釈
尊
と
を
中
心

と
し
た
因

縁
謹
め
概
要
を
知
る
事
が
必
務
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
K
a
sy
a-

p
a
仏
授
記

に
関
す
る
資
料
を
抽
出
す
る
時
、

過
去

の
因
縁
課

の
み
を

記
載
伝
承

し
て
い
る
も
の
と
、
K
asy
apa
仏
に
対
す
る
誓
願
及
び

K
a
-

sy
ap
a
仏

の
授
記
を
も
記
載
し
て
い
る
文
献
の
二
者
に
大
別
で
き
る
。

(2
)

(3
)

前

者

の

資

料

に

は

(
A
)

G
h
a
tik
a
r
a
-s
u
t
ta
,
(
B
)

A
p
a
d
a
b
a
,
(
C
)

(4
)

(5
)

S
N
-1
-
5
-
1
0
,
2
-
3
-
4
,
(
D
)

『
韓
婆

陵

誉

経

』
、
(
E
)

雑

阿

含

巻

二

十

(6
)

(
7
)

(
8
)

二
、
(
F
)
別
訳
雑

阿
含
巻
九
、
(G
)
『
仏
説

興
起
行
経
』
巻

下
、

(9
)

(
H
)
『大
智
度
論
』
巻
三
十
八
、
(
I
)
『根
本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶

破

(10
)

僧

事

』
巻

十

一
等

で
あ

る
。

後

者

も

の

の
に
、

(
J
)

B
u
d
d
h
a
v
a
m
a

(11
)

(
12
)

(13
)

X
X
V
,

(
K
)

M
a
h
a
v
a
m
s
a
,(
L
)

J
a
ta
k
a
-N
id
a
n
a
k
a
th
a
,
(
M
)

『
仏

(
14
)

(15
)

本
行
集
経
』
巻

四
、
(
N
)
『
四
分
律
』
巻
三
十

二
、
(
O
)
『
五
分
律
』

(16
)

(17
)

巻
十
五
、
(
P
)
『
根
本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶
出

家
事
』
巻

二
、
(
9
)

(
18
)

(19
)

D
iv
y
a
v
a
d
a
n
a
、

(
R
)

『
大

毘

婆

姿

論

』

(
S
)
M
a
h
a
v
a
t
u
"
J
y
o
ti-

(
20
)

p
a
la
-v
y
a
k
a
ra
n
a

等

が
相

当

す

る
。

一
方

両

者

の
記

述

を

有

す

る

も

(
21
)

の
に

M
a
h
a
v
a
stu
 (
J
y
o
tip
a
la
-
s
t
r
a
)が

あ

る
。

こ
れ

ら

K
a
s
y
a
p
a

仏

に

関
す

る
因

縁

潭

を

記

す

資

料

中
、

内

容

的

に

も

詳

細

で
あ

り
、

物
語

上
中

心

と
考

え

ら

れ

る

も

の

は
、

M
N
-
8
1
;
G
h
a
t
ik
a
ra
-s
u
t
ta
,

中

阿
含

経

六
十

三

『
韓

婆

陵

者
経

』
、
M
a
h
a
v
a
s
tu
;
Jy
o
tip
a
la
-su
tr
a

の
三

者

で
あ

ろ
う
。

こ

れ
ら

三
者

以

外

の

文

献

も

簡

略

あ

る

い

は

極

,

断

片

的

な

記
述

に
す

き
な

く

と

も
、

内

容

的

に

は

ほ

ぼ

等

し

い
伝

承

が
残

存

し

て
い

る

こ

と
が

明

ら

か

で
あ

る
。

こ

の

本

生

課

の

ス

ト

ー
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リ
ー

の
前

半

を
略

説

す

れ

ば

次

の
如

く

で

あ

る
。

世

尊

が

あ

る

時

コ

ー

サ

ラ

に
遊
行

に
出

か
け
、

ふ

と

微
笑

を

生

じ

た

こ

と

に

対

し
、

阿

難

が

疑

問

を

生

じ
、

世

尊

に

そ

の
理

由

を

尋

ね

た

こ

と
に

始

ま

る
。

そ

こ

で
世

尊

は
自

ら

が
、

K
a
sy
a
p
a
仏

の
往

昔

時

に

お

い
て
、

K
a
sy
a
p
a

仏

の
侍

者

で
あ

つ
た
陶

師

に

よ

つ

て
出
家

せ

し

め

ら

れ
た

る

因

縁

を
語

る

も

の

で
あ
り
、

(
本
論
で
は
物
語

の
後
半
部
は
略
す
る
)

内
容

的

に

は

き

わ

め

て

業

報
思

想

を

思

わ

せ
る

因

縁

謳

で
あ

つ
た

と
解

さ

れ

る
。

次

に

前

出

の

諸
資

料

に
見

ら

れ

る

過
去

仏

名
、

釈

尊

前

生

の
名

称
、

陶

師

の

名

称
、

釈

尊

と
陶

師

及

び
仏

と
陶

師

と

の
関

係

等

に

つ
い

て
記

述

内

容

の
同

異

に

つ
い

て
考

え

て
見

る
。

最

初

に
過

去

仏

名

は
全

資

料

共

に
当

然

K
a
s
a
p
a

(
迦
葉
)

仏

を

伝

承

し

て

い
る
。

釈

尊

前

生

の
名

称

は
、

G
h
a
tik
a
r
a
s
u
tt
a
,M
a
h
a
v
a
s
tu
;
A
p
a
d
a
n
a
,
B
u
d
d
h
a
v
a
m
sa
,
J
a
ta
k
-

a
-N
id
a
n
a
k
a
th
a

で

は

J
o
tip
a
la

(J
y
o
tip
a
la
)
と

記

し
、

『
稗

姿

陵

書

経

』

は

優

多

羅
、

『
興

起

行

経

』

は
火

髭
、

『
大

智

度

論
』

は

欝
多

羅
、

『
毘

奈

耶

破

僧

事

』

は
最

勝
、

『
毘
奈

耶

出

家

事

』

は

喘

但

難
、

D
iv
y
-

a
v
a
d
a
n
a

は

U
tta
r
a

と
し

て

い

る
。

次

に

陶

師

の
名

称

に

つ

い

て

は
、

G
h
a
tik
a
ra
-s
u
t
ta
,M
a
h
a
v
a
s
tu
,
S
N
,
B
u
d
d
h
a
-v
a
m
s
a
,
J
a
ta
k
-

a
-N
id
a
n
a
k
a
th
a

等

は
単

に

G
h
a
tik
a
r
a
 k
u
m
b
h
a
k
a
r
a

と

し
、

『
韓

婆

陵

善

経

』
、
雑

阿
含

経
、

別

訳
雑

阿
含

経
、

『
興

起

行

経
』
、
『
大

智
度

論

』
等

で

は
難

提

婆

羅

(
難
提
波
、

難
陀
婆
羅
)

と

記

し
、

『
毘

奈

耶

破

僧

事

』

は
喜

護

と
訳

出

し

て

い

る
。

こ

の

中
、

釈

尊

の
前

生

名

で
、

『
興
起

行

経

』

の
火

蜜

及

び

『
仏

本
行

集

経
』

の
護

明

は

共

に

Jy
o
t-

ip
a
la

の
音

写

で

あ

り
、

『
毘

奈

耶

破
僧

事

』

の
最

勝

は

U
t
ta
r
a

の
訳

語

で
あ

る

と
考

え

ら

れ

る
。

そ

し

て

こ

こ
で
推

論

し
う

る

の

は
、

主

に

南

伝
系

の

文
献

は

J
y
o
tip
a
la

(J
o
tip
a
la
)
と

し
、

北

伝

系

の

も

の

は

U
tta
r
a

(優
多
羅

等
)

を

伝

承

し

て
い
た

こ
と

が

解

さ

れ

る
。

ま

た

陶

師

名

に
し

て
も
、

南

伝

系

の

も

の

は
単

に

G
a
tik
a
ra
-
k
u
m
h
a
k
a
r
a

と

し

て

い
る

の

に
対

し
、

北

伝

は
そ

の
ほ

と

ん

ど

が

難

提

婆

羅

即

ち

N
a
n
d
ip
a
la
k
u
m
b
h
a
k
a
r
a

と

伝
承

さ

れ

て

い
た

で
あ

ろ

う

と

思

わ

れ

る
。前

出

の
諸

文

献

の
中

(
A
)
-

(
1
)

は

K
a
sy
a
p
a

仏

の
過

去

世

に

お

け

る
本

生
課

の
み

に

記

述

が

あ

る

の

に

対

し

て
、

(
J
)
-

(
S
)

で

は
そ

の
本

生

諌

を

述

べ
る

以

外

に
、

あ

る

い

は

全

く

述

べ

る

こ

と

な

く
、

き

わ

め

て
断

片

的

に

で
は
あ

る

が

K
a
s
y
a
p
a
仏

に
対

す

る

誓
願
、

K
a
s
y
a
p
a
仏

の
授

記

を
伝

承

し

て

い
る
。

そ

こ

で

J

-

S

に

見

ら

れ

る

誓

願

・
授

記

内

容

に

つ
い

て

考

じ

て

み

た

い
。

最

初

に

『
仏

本

行

集

経
』
で
は
、
「我
念
往
者
於
迦
葉
多
陀
阿
伽
度
阿
羅
呵
三
貌
三
仏
陀
辺

行
於
梵
行
求
未
来
世
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
故
」
と
時
節

・
仏
名
等
を

述
べ
た
あ
と

「
迦
葉
如
来
所
授
於
彼
菩
薩
記
別
名
日
護
明
言
是
菩
薩
於

当
来
世
衆
生
百
年
寿
命
之
中
得
成
仏
者
号
釈
迦
牟
尼
多
陀
阿
伽
度
羅
呵

三
貌
三
仏
陀
」
と
未
来
成
仏
の
記
を
受
け
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

『
五
分
律
』
は
伊
羅
鉢
竜
王
が
迦
葉
仏
時
に
、
「
昔
迦
葉
仏
記
我
於
当

来
過
百
千
万
億
歳
釈
迦
牟
尼
仏
出
現
於
世
仏
当
記
汝
脱
竜
身
時
…
…
」

と
迦
葉
仏
が
釈
迦
牟
尼
仏
の
出
現
を
授
記
し
た
こ
と
を
想
起
し
た
記
述

『
マ

ハ
ー

ヴ

ァ

ス

ッ
』

の
授

記

思
想

-

K
a
sy
a
p
a
-v
y
a
k
a
ra
n
a-

(
藤

村
)

三

九

一
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『
マ

ハ
ー

ヴ

ァ

ス
ツ
』

の
授
記

思
想

-

K
a
s
y
a
p
a
-v
y
a
k
a
ra
n
a-

(
藤

村
)

三
九

二

(
22
)

が
あ

り
、

こ
れ

は

同
巻

十

五

に

も

見

ら

れ

る
。

『
四

分

律

』

も

内

容

的

に
類

似

し

て
お

り
、

「
我

身
自

従

迦

葉

仏
聞

而

告

我

言

却

後

当

有

釈

迦

牟

尼

仏

出

現

於

世
為

如

来

至

真

等

正

覚

…
…
」

と

略

述

し

て

い

る
。

B
u
d
d
h
a
v
a
m
s
a
で

は
過

去

仏

K
a
sa
p
a
に

つ

い

て
父

B
ra
h
m
a
d
a
t
ta
,

母

D
h
a
n
a
v
a
t
i
,
夫

人

S

n
a
n
d
a
,
子

供

V
ijita
se
n
a
,
比

丘

T
iss
a

と

B
h
a
ra
d
v
a
ja
,
比

丘

尼

A
m
u
a

と

U
r
u
v
e
la
,侍

者

S
a
b
b
a
m

tt
-

h
a
"
菩
提

樹

N
ig
ro
d
h
a
,
優

婆

塞

S
u
m
a
n
g
a
la

と

G
h
a
t
ik
a
r
a
、
優

婆

夷

V
ijita
e
n
a

と

B
h
a
d
d
a
と
明

記

し

て

い

る
。

こ

の
記

述

は

K
a
-

s
y
a
p
a
伝

授

記

に

関
す

る

資

料

で

は

J
a
ta
k
a
-N
id
a
n
a
h
a
t
h
a
に
見

ら

れ

る

外

は
見

出

し

な

い
。
J
y
o
tip
a
la
に

つ

い

て
も

彼

が

三

ヴ

ェ
ー
ダ

に

通

じ
、
占
相

・
正
法

・
諸

明

等

に

通

じ
、
G
h
a
t
ik
a
ra
と
共

に

K
a
s
sa
p
a
世

尊

の
所

に

赴

き
、
法

を

聞

き
、

勝

者

の
教

え

を

完

う

し

た

こ

と
に

よ

り
、

「
私

の
希

有

な

る

と
見

て
、

こ

の
仏

も

ま

た
授

記

せ
り
、

こ

の
賢

劫

に

於

て

こ

の
も

の

は
仏

と

な

る

で
あ

ろ

う

」

と

の
授

記

を
伝

え

て
い

る
。

M
a
h
a
v
a
m
s
a

は
前

生

の
釈

尊

が

D
ip
a
n
k
a
r
a

仏

に
対

し

未

来

成

仏

の
為

の
誓

願

を
発

し
た

と

い
う

記

述

の
後
、

K
a
ss
a
p
a

に
至

る

す

べ

て

の
過

去

二
十

四
仏

に
奉

侍

し
、

結

果

と

し

て
成

菩
提

の
受

記

を
得

た

る

こ

と

を
記

し

て

い

る
。
『
毘

奈

耶

出

家

事

』

は
、
舎

利

弗

の
前

生
因

縁

課

を

説
く

中

に
見

ら

れ
る

も

の

で
即

ち

「
以

此

善

根

願

迦

葉

波

仏
与

彼

喘

但

曜
婆

羅

門

当

来

世

時

人

寿

百

歳

有

仏

出

世

号

日
釈

迦

牟

尼

応

正
等

覚

十

号

具

足

於

彼

教

中

而

得

出

家

」

と

艦

但

難

羅

門

が

迦

葉

仏

に

よ

つ
て

授

記

さ
れ

た

記

述

が

間

接

的

に

見

ら

れ

る
。

J
a
ta
k
a
-N
id
a
n
a
k
a
th
a

で

は
前
述
の

B
u
d
dh
av
am
sa
と
同
じ
く

K
assapa
仏
の
家
系
等
に
つ
い

て
記
し
て
い
る
が
、
授
記
内
容
に
関
し
て
は
単
に

「
こ
の
仏

(迦
葉
仏
)

も
ま
た
彼
に
記
を
授
け
た
も
う
た
」
と
あ
る
だ
け

で
あ
る
。
『
大
毘
婆

姿
論
』
で
は
ま
ず
巻
七
十

一
に

「
曾
て
過
去
の
釈
迦
牟
尼
は
帝
憧
、
宝

髪
、
然
灯
、
勝
観
及
至
最
後
の
迦
葉
波
仏
の
所
に
於
て
、
福
徳

・
智
恵

の
資
糧
を
増
長
せ
し
に
よ
り
、
有
余
浬
葉
の
空
界

に
昇
り
、
大
悲
雲
を

興
し
て
、
遍
ね
く
世
間
を
覆
い
」
云
々
と
過
去
三
無
数
劫
卒

一
劫
に
お

け
る
修
行
過
程
を
示
し
、
更
に
巻
百
七
十
七
に
は
こ
の
記
述
を
詳
述
し

て
、
人
寿
百
歳
に
し
て
釈
迦
牟
尼
と
い
う
過
去
仏

の
世
に
お
け
る
因
縁

諌
が
見
ら
れ
る
。
同
論
は
そ
の
時

の
過
去
仏
釈
迦
牟
尼
は
、
刹
帝
利
釈

迦
種
中
に
生
じ
、
母
は
摩
詞
摩
耶
、

父
浄
飯
、

子
を
羅
枯
羅
と
名

づ

け
、
都
城
を
劫
比
羅
筏
窄
都
と
称
し
、
侍
者
の
弟
子
を
阿
難
陀
と
名
づ

け
、
第

一
弟
子
を
舎
利
子

・
大
目
腱
連
と
し
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い

る
。
そ
の
世
に

<広
熾
>
と
称
す
る
陶
師
が
有

つ
て
、
胡
麻
油
と
香
水

と
を
も
つ
て
仏
を
供
養
し
た
直
後
、
過
去
仏
釈
迦
牟
尼
に
次
の
誓
願
を

起
す
。
即
ち

「
願
我
未
来
当
得
作
仏
名
号
春
属
時
処
弟
子
如
今
世
尊
等

無
有
異
」
と
。
そ
し
て
同
時
に
そ
の
時
の
陀
師
は
今
の
釈
迦
菩
薩
で
あ

つ
た
こ
と
を
明
記
し
、
続
い
て
彼
の
釈
迦
牟
尼
仏
に
従
つ
て
誓
願

の
あ

と
、
第

一
劫
阿
僧
企
耶
か
ら
第
三
阿
僧
企
耶
を
円
満
し
、
更
に
そ
の
後

九
十

一
劫
を
経
過
し
て
、

つ
い
に
迦
葉
仏
に
逢
事
し
た
こ
と
を
伝
承
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
迦
葉
仏
の
世
に
お
け
る
誓
願
も
過
去

仏
釈
迦
牟
尼
仏
の
時

の
も
の
と
内
容
的
に
同

一
で
あ
つ
た
こ
と
が
う
か
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が
え

る
。

最

後

に

M
a
h
a
v
a
s
tu

に

お

け

る

K
a
s
y
a
p
a

仏

に
関

す

る

因

縁

調

及

び
誓

願

・
授

記

思

想

を

見

て

み

よ

う
。

前

述

の
如

く

M
a
h
a
v
a
stu

で

は
、

"
J
y
o
tip
a
la
-s
u
tr
a
"
と

"
J
y
o
tip
a
la
y
a
-v
y
a
h
a
r
a
n
a
"
に

わ

か

れ

て

い
る
。

即

ち
前

者

で

は

M
N

8
1
,
中

阿
含

経

六

十

三

等

と

同

じ

い

内
容

の
過

去

の
因

縁

物

語

を

述

べ
、

続

い

て

J
y
o
tip
a
la

の
未
来

世
に

対

す

る
誓

願

(
内

容

は
如

来

十

号

具

足
、

無

上

の
法

輪

を

転

ず

る

等
、

他

に
見

ら
れ

る

誓
願

思

想

と

類

似
)
、
過

去

仏

に
対

す

る

供

養

(
黄

金

の
椅

子

と
大

衣

を

与

え

る
)
、

K
a
sy
a
p
a

仏

の
授

記

(
誓

願

と

同

一

内

容
)

を
述

べ
る

は

D
ip
a
n
k
a
r
a

仏

授

記
等

に
説

か
れ

る

も

の

と

ほ

(23
)

ぼ
等
し
い
。
た
だ
、
そ
の
後
に
法
灯
明
、
自
灯
明
、
法
帰
依
、
自
帰
依

の
記
事
が
あ
る
の
は
、
他

の

M
ah
a
va
stu

の
授
記
思
想
に
は
見
出
し

え
な
い
。
後
者

の

Jy
o
tipa
lasy
a
-v
y
ak
a
ran
a

は
前
述
の
誓
願
、

供

養
、
授
記

の
み
に
重
点
を
置
き
、
八
十
種
好
、
十
八
不
共
法
、
十
種
神

力
、
四
無
所
畏
を
付
加
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
Su
tra
よ
り
は
後

に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。

以
上
菩
薩
の
授
記
思
想

の
中
、

過
去
仏

K
asy
ap
a
に
関
係

し
た
本

生
課
と
、

そ
こ
に
見
ら
れ
る
誓
願

・
授
記
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。
前

述
の
如
く
、

こ
の
本
生
謳

は
南
北
両
伝
に
よ
つ
て
若
干
の
相
違
を
も

つ

て
伝
承
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
過
去
仏

K
a
sy
apa
と
釈
尊
の
前
生
、

バ
ラ
モ
ン
青
年

(Jy
otipa
la
)
と
陶
師
と
の
三
者
に
因
む
因
縁
課
を
中

心
に
構
成

し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
パ
ー
リ
語
経
典
や
阿
含
経
典
に

見

ら

れ

る

K
a
sy
a
p
a

仏
時

の
過

去

世

の
因

縁

諏

に
、

菩

薩

の

誓

願

・

授

記

の
思

想

が
付

加

さ

れ

て
行

く

一
種

の
思

想

的

経

緯

を

示
唆

し

た

る

も

の

と
考

え

ら

れ

る

が
、

因
縁

潭

と

誓

願

・
授

記

の
両

者

を
伝

え

る

の

は

M
a
h
a
v
a
s
tu
だ

け

で
、

そ

の
意

味

か

ら

も

M
a
h
a
v
a
stu

は
き

わ

め

て
貴

重

な

伝

承

を
有

す

る
と

い
え

よ

う
。

次

に
誓
願

及

び
授

記

の
思

想

そ

の
も

の
を

考

え

る
時
、

内
容

的

に

は

例

え

ば

D
i
p
a
n
k
a
ra

仏

授

記

の
如

く

ま

と
ま

つ
た

記
述

は

M
a
h
a
v
a
stu

以

外

ほ

と
ん

ど
見

ら

れ

ず
、

断

片

的

な

記

事

を

伝

承

し

て

い
る

に

止

ま

つ

て

い
る

が
、

や

は
り

当
時

各

部

派

の
間

で
広

く
行

わ
れ

て

い
た

思

想

で

あ

つ
た

と
考

え
ら

れ
る
。

即

ち
従

来

の
学

説

と
併

考

す

れ

ば
、

本

小

論

に

と
り

あ

げ

た
資

料

に
限

つ

て
み

て
も
、

こ

の

K
a
s
y
a
p
a

仏

授

記

を

伝

承

す

る
部

派

は

大

衆

部

系

を
中

心

に
、

説

出
世

部
、

法
蔵

部
、

化

地

部
、

分

別

上

座
部
、

有

部

等

に
所

伝

さ

れ

て

い
た

こ
と

が

明

ら

か

で
あ

る
。
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